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(訂正) 「平成20年3月期 中間決算短信」の一部訂正について
2007年12月20日

会社名 コニカミノルタホールディングス株式会社
代表者名 代表執行役社長 太田 義勝
(コード番号4902 東証・大証第1部)

問合せ先 広報･ブランド推進部長 髙橋 雅行
TEL(03)6250-2100

平成19年11月1日に発表いたしました「平成20年3月期 中間決算短信」に一部誤りがございましたので下記のとおり訂正いたします。
なお、訂正箇所には＿線を付して表示しております。

記

訂正1

10. 1株当たり情報 (25ページ)
(注) 算定上の基礎
2 1株当たり中間(当期)純利益及び潜在株式調整後1株当たり中間(当期)純利益

【訂正前】

当中間期
自 19.4.1
至 19.9.30

潜在株式調整後1株当たり中間(当期)
純利益の算定に用いられた普通株式増加数の主要な内訳 (千株)
  転換社債型新株予約権付社債
  新株予約権

30,578
308

普通株式増加数 (千株) 30,887

【訂正後】

当中間期
自 19.4.1
至 19.9.30

潜在株式調整後1株当たり中間(当期)
純利益の算定に用いられた普通株式増加数の主要な内訳 (千株)
  転換社債型新株予約権付社債
  新株予約権

30,578
304

普通株式増加数 (千株) 30,882

なお、この訂正による「潜在株式調整後の1株当たり中間純利益」額への影響はありません。

訂正2

11.個別財務諸表等 (2)比較貸借対照表 注記 (28ページ)
2.保証債務残高

【訂正前】

（当中間期）2,821百万円
なお、当社と事業子会社との連帯保証が、当中間期1,386百万円、前年中間期989百万円、前期566百万円それぞれ含まれており、当社はその債
務を履行した場合、全額を子会社に求償できる権利を有しております。

【訂正後】

（当中間期）2,789百万円
なお、当社と事業子会社との連帯保証が、当中間期1,354百万円、前年中間期989百万円、前期566百万円それぞれ含まれており、当社はその債
務を履行した場合、全額を子会社に求償できる権利を有しております。

以上
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